
お茶の香関の戸 

正月3が日祝い菓子 

１日 

お茶の風味を最大限に引き出す為に地
元亀山茶を石臼で丁寧に挽き、和三盆
の甘さとの調和に気を配り、伝統の赤
小豆のこし餡を求肥皮で包んだ上にま
ぶしました。お茶の香りと苦み、そし
て「関の戸」ならではの香りと甘みを
お楽しみ下さい。 

有限会社深川屋 
三重県亀山市関町中町387 

TEL:0595-96-0008 営業時間/9:00～18:00 
(出来上がりから売り切れまで) 

定休日/木曜日(祝日の場合は営業) 

２日 平治煎餅 

有限会社平治煎餅本店 
三重県津市大門20-15 

TEL:059-225-3212 

歴史と伝統のもとで培った昔ながらの
製法が生む名菓阿漕平治の伝説で昔か
ら有名な平治の忘れた「笠」を模った
卵煎餅。口当りよく、あっさりとした
味で、幅広い世代の方に愛されていま
す。創業以来製法に変わりはなく、掌
に伝わる感覚から情報を得る、感じる
ことを大事にしています。 

３日 老伴(おいのとも） 

株式会社柳屋奉善 
三重県松阪市中町1877 

TEL:0598-21-0138 

最中のなかに羊羹を流し込んだ前衛
的なお茶菓子「老伴」は、桃山文化時
代に氏郷公が信長公をお茶会に招く
ために創らせたと推測されています。
羊羹の甘さを最中が抑えてあり、寒天
が多く、低カロリーでサッパリとした和
菓子です。 



「千寿」 

有限会社深緑茶房 

 
  三重県が提唱する「地産地消」をもっとうに、いろいろ
な活動を通してまずは地域の人たち、県民の皆さんにもっと
もっと「伊勢茶」の良さを知っていただくことが大切だと考
えています。そして生産者の思いや考えをしっかりとお伝え
し、本当の意味での地域ブランドとなることが目標でもあり
ます。 
 

0120-078-175 
http://www.shinsabo.com 

SENJU 

「癒されたいとき」まろやかな旨味。 
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  新緑茶房は、茶園の規模
拡大を進める一方で、自然は
もちろん、人にもやさしい農
業を展開しています。 

  地域の人たちが自慢していただける
深緑茶房であることが、全国の皆さんが
安心して飲んでいただける「はじめの一
歩」だと考えます 



亀山ラーメン 
伊勢志摩サミット開催記念バージョン 

三重県初のご当地ラーメン「亀山ラーメン」をモチーフ 

三重県農林水産部 フードイノベーション商品 
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